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ブࣝ建築例集／一般社団法人日本建設業連合会ࢼࢸࢫࢧ

※本例ࢺ࣮ࢩおよび記載内容ࡢ次利用を禁止します

Q2. 2. 耐用性࣭信頼性㸦基準よ50％ࡾ増ࡢ耐震性、衛生器具ࡣ節水型、将来的雑用水利用を想定、ཷ水槽非常時用ྲྀ水口

あࡾ、機械࣭配管支持方法：耐震Ｓࢫࣛࢡ㸧

LR1.1. 建物外皮ࡢ熱負荷抑制㸦ࢲブࣝ࢟ࢫン、高性能ࢫࣛ࢞、断熱厚増よࡿBPI性能向ୖ㸧

LR1.3. 設備ࡢ࣒ࢸࢫࢩ高効率化㸦BEIࡢ向ୖ㸧

LR3.1. 地球温暖化へࡢ配慮㸦L（（O2削減㸧

BPI 0.71 

BEI 0.46

BELS評価認証予定

A. 環境配慮ࢨࢹイン B. 省エネ࣭省（O2技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. ュ࣮アࣝࢽࣜ F. 長寿命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産࣭施工とࡢ連携

I. 周辺࣭地域へࡢ配慮 J. 生物多様性 K. そࡢ他
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自治体提出
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発注者 京都府向日市

基本設計･監理

実施設計

株式会社都市居住文化研究所

୕井住友建設株式会社一級建築士務所

施工 ୕井住友建設株式会社 大阪支店

㻹U㻷O 㻯ity Hall

所在地 京都府向日市

竣工年 2021 年

敷地面積 6,968㎡

延床面積 2,992㎡

構造 R（造

階数 地ୗ1階、地ୖ5階

ZEB Ready達成ࡢため採用した要素技術

㸦㸯㸧ࣃッࢨࢹࣈࢩン

࣭屋根ࡼ࠾び外壁ࡢ断熱を強化しࠊ空調負荷ࡢ低減ࠋ

࣭外装ࡣ東西面࢟ࢫࣝࣈࢲンを計画ࠊ窓ࡣࢫࣛ࢞高性能１oて-分複層ࠊࢫࣛ࢞内部ࣛࣈンࢻを採用ࡿࡍこ࡛断熱性能ࠊ日射遮蔽

効果を向上さࠊࡏ空調負荷を低減ࠋ

࣭中間期࠾い࡚࢟ࢫࣝࣈࢲン内側窓部設けたࠊ排煙窓を利用し冷涼࡞外気をྲྀࡾ入ࡿࢀこ࡛外気冷房を行えࡿ計画ࠋ

㸦㸰㸧ࢨࢹࣈࢸࢡン

࣭高効率空調機を採用し空調設備ࡿ消費電力を低減ࠋ

࣭換気ࡣ主全熱交換器を採用しࠊ予熱時外気ྲྀ入停止機能制御ࠊ（O「センࡿࡼ࣮ࢧ風量᭱適化ࠊ自然換気ษ᭰制御を行いࠊ空調

負荷ࡼ࠾び消費電力を低減ࠋ

࣭大型ࣇࡢンࡣ高効率モ࣮࣮ࢱ㸦ࢺッࣛࣉン࣮ࢼ㸧搭載ࡢ機器を採用しࠊンࡾࡼࢱ࣮ࣂ風量を᭱適化しࠊ消費電力を低減ࠋ

࣭給湯器ࡣ潜熱回収型を採用しࠊ省࢚ネ࣮ࣝࢠ性配慮ࠋ

࣭一般照明器具ࡣ全࡚㹊㹃㹂照明器具を採用したࠋ昼光センࡼ࠾࣮ࢧび人感セン࡛࣮ࢧ制御を行いࠊ照明ࡿ消費電力を低減ࠋ

࣭ཷ変電設備࠾けࡿ変圧器ࡣ高効率型しࠊ変圧器࠾けࡿ損失電力を削減しࠊ省࢚ネ࣮ࣝࢠ性を向上ࠋ

࣭創࢚ネ設備し࡚ࠊ太陽光発電設備を採用したࠋ発電した電力ࢳࣜࡣウ࣒࢜ン蓄電池蓄電しࠊᖹ常時ࡣ電力࢝ࢡ࣮ࣆࡢッࢺ

非常時ࡣ特定負荷電力供給ࠋ

࣭設備ࡢ管理ࡣ中央監視࣭制御装置を用い࡚行うࠋ㹀㹃㹋Ｓࡾࡼ計測ࡢࢱ࣮ࢹ収集ࡼ࠾びそࡢศ析を行いࠊ適ษ࡞維持管理や

ࠋを実施ࢢンࢽュ࣮ࢳ
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業計画

現庁舎ࡣ建設ࡽ約50ᖺࡀ経過し老朽化ࡀ進行し࡚いࡿ状

況あࡗたࠋこࡼࡢう࡞状況ࡢ中ࠊ行政窓口し࡚ࡢ市庁

舎し࡚ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ防災機能を強化した新たࡲࠕ࡞ち࡙

くࡢࡾ拠点ࠖし࡚整備さࠋࡿࢀ

ZEB Ready庁舎ࡢ実現を目指して

地球環境やさしい施設を目指しࠊ外装ࢸ࣮࣑࢝ࣝࡣ

ンウ࢟ࢫࣝࣈࢲࡿࡼ࣮࢛ࣝンを計画ࠊ窓ࡣ高性能１oて-

分複層ࡿࡼࢫࣛ࢞日射負荷低減࣭高断熱化࣭ࣛࣈンࢻ

ࠋネを目指した࢚日射遮蔽等を採用し省ࡿࡼ

ࡗࡼこࡿࡏ技術ࠖを連携さ࣮ࢠネ࢚ࣝ省建築計画ࠕ

࡚合理的᭱ࡘ大限そࡢ性能を発揮ࡿࡍこࡀ可能࡞コ

ン࡞ࢺࢡࣃ庁舎ࡢ実現を目指し計画さ࡚ࢀいࠋࡿ

ZEB Ready庁舎࡞ࢺࢡンパࢥ 概念図

㸦㸯㸧ࣃッࢨࢹࣈࢩン

࣭屋根࣭外壁ࡢ高断熱化

࣭高性能１oて-分ࢫࣛ࢞

࣭内部ࣛࣈンࡿࡼࢻ日射遮蔽

࣭自然通風

ࢪ࣮ࣃࢺࢼ࣭

㸦㸰㸧ࢨࢹࣈࢸࢡン

࣭太陽光発電設備㸦太陽光ࣃネࣝ+蓄電池㸧

࣭高効率空調機

࣭㹁Ｏ㸰センࡿࡼ࣮ࢧ換気制御

換気風量制御ࡿࡼࢱ࣮ࣂン࣭

࣭潜熱回収型給湯器

࣭高効率ཷ変電設備

࣭全館㹊㹃㹂照明

࣭昼光センࠊ࣮ࢧ人感センࡿࡼ࣮ࢧ照明制御

࣭㹀㹃㹋Ｓࡿࡼ設備一元管理࣭監視

࣭超節水型衛生器具

࣭ＶＶＶ㹄制御ࡢ昇降機


